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通告者 通告者質 問 内 容

平成23年 第3回
福生市議会定例会 （通告順に掲載）

質問方式は、一括方式、一問一答方式あるいは併用方式（一括と一問一答の併用）の
選択制となっています。

通告者の下欄に質問方式を表示しています。

質 問 内 容
１　住宅政策について
　（１）賃貸住宅の空室状況及び住宅問題の要因について
　（２）若者の定住住宅について
２　教育について
　（１）海外派遣について
　（２）幼児教育について
３　商店街振興策について
　（１）商店街の現状から脱皮するための策について
　（２）行政として、商店街がまちの中でどのような役割があるのか

町田　成司
（併用）

１　横田基地について
　（１）航空総隊移駐の進捗状況について
　（２）横田基地に保管されている放射性廃棄物について
　（３）友好祭について
２　公園・緑地の管理について
　（１）みずくらいど公園について
　（２）玉川上水緑地遊歩道法面の破損について
　（３）日光橋公園・武蔵野橋下付近の治安と管理について
３　教育行政について
　（１）中学校教科用図書選定について

杉山　行男
（併用）

１　都市計画道路３・４・７号線通称富士見通りについて
　（１）現状について
　（２）計画内容について
　（３）計画の進捗状況について
　（４）今後の取り組み、見通しについて

柳川　英司
（併用）

１　安心・安全のまちづくりについて
　（１）熊川駅のバリアフリー化について
　（２）地域自立型小規模発電について
　（３）被災地復興支援の取り組みについて
２　学校教育について
　（１）中学校給食について
　（２）中学校教科書採択について

池田　公三
（一問一答）

１　市政情報配信サービスについて
　（１）ふっさ情報メールの内容及び利用状況について
２　電子申請について
　（１）概要及び利用状況について
３　市営プールについて
　（１）意義、目的について
　（２）業務委託の内容及び施設の環境整備について
４　給食センターについて
　（１）意義、目的について
　（２）業務内容及び人員配置について

武藤　政義
（一括）

１　安全安心まちづくりについて
　（１）安全安心まちづくり条例施行後の取り組み状況は
　（２）刑法犯の状況について
　（３）駐在所または交番の設置要望について
２　放射能汚染について
　（１）市民への情報提供は
３　福生市教育推進プランについて
　（１）推進事業計画について
　（２）児童・生徒の問題行動への取り組みは
　（３）ＩＣＴの取り組みについて

乙津　豊彦
（併用）

１　都市計画道路・多摩橋通り及び産業道路の延長工事について
　（１）進捗状況及び当面の課題について
　（２）東電の負担金が停止になった場合の電線類地中埋設（無電柱
　　化）工事の影響について
２　牛浜駅の全面改修について
　（１）西口駅前について
　（２）駅構内の階段の幅及びエスカレーターについて
　（３）３回目（最終）の説明会について

末次　和夫
（一括）

１　都市基盤整備について
　（１）五丁橋通りの安全対策について
　（２）山王橋通りの安全対策について
２　福生市の外国語教育について
　（１）小学校の外国語教育の現状について
　（２）ＡＬＴ（外国語指導助手）の現状について
　（３）福生市の外国語教育の将来像について

清水　義朋
（一括）

１　福生市次世代育成支援行動計画について
　（１）ファミリー・サポート・センター事業について

岩﨑　百合子
（一括）

１　障害者基本法の一部を改正する法律について
　（１）雇用の促進について
　（２）情報の利用におけるバリアフリー化について
　（３）選挙等における配慮について
　（４）教育について
２　節電対策について
　（１）ＬＥＤ灯について
　（２）福生街なか涼み処について
　（３）節電コンテストについて
　（４）電力供給について

原田　　剛
（併用）

１　円高による福生市の影響について
　（１）市税減収の対策について
　（２）「５つの元気」の今後の推進について
２　交通安全について
　（１）福生市の交通安全の協力組織について
　（２）福生市交通安全推進委員会について

串田　金八
（一括）

１　立川断層などの活動活性化について
　（１）立川断層・南海トラフの福生市の認識について
　（２）過去の歴史と防災計画について
　（３）今後の情報開示について
２　デマンド交通システムと福祉バスの運用改善について
　（１）市内の交通手段の現状について
　（２）デマンド交通システムの導入について
　（３）福祉バスの運用改善について

五十嵐　みさ
（一括）

１　公会計制度改革について
　（１）健全化判断比率から見た現状と課題について
　（２）新地方公会計制度について
　（３）財務諸表４表から見た現状と課題について
　（４）東京都方式について
２　特定防衛施設周辺整備調整交付金について
３　情報発信について
　（１）福生市の情報発信力の向上について
　（２）ふっさ情報メールの活用について
４　空き家対策について

堀　雄一朗
（併用）

１　福生市観光案内所について
　（１）開設以降の利用状況等について
２　横田基地について
　（１）航空総隊司令部移駐の進捗状況等について
３　市内公園のバスケット設備の状況について
　（１）公園のバスケットボードの使用禁止について
４　防災教育について
　（１）福生市防災マップ・洪水ハザードマップの活用等について

田村　正秋
（一括）

１　敬老の日を迎えて
　（１）ことしの敬老の日をどう迎えるのか
　（２）敬老祝金・祝品お届けの実態は
　（３）市民会館で行われる敬老大会、参加者の減少の対策は
２　安全安心まちづくりについて
　（１）防災行政無線が聞き取りにくい地域への対策のその後
　（２）東日本大震災から早６カ月､市の防災対策は､また、その後の被災
地支援の福生市の対応は

３　福生市社会福祉協議会と町会等のかかわりについて
　（１）福生市社会福祉協議会の役割と町会等の役割分担は

大野　悦子
（一括）

１　放射性廃棄物の処理について
　（１）焼却灰について
　（２）横田基地低線量放射性廃棄物について
２　放射線から身を守ることについて
　（１）給食食材の調達について
　（２）ランチルーム食材の調達について
３　行財政改革としてのＰＰＳ事業者との契約について
４　大災害への備えについて
　（１）避難所運営マニュアルについて
　（２）３．１１当日の小・中学校の対応について

阿南　育子
（一問一答）

１　入札制度について
　（１）入札の透明性を担保する施策について
　（２）近年の落札率の動向について
　（３）予定価格の事前公表について
　（４）指名競争入札の落札率の高止まりについて
２　介護ボランティアのポイント制導入について
３　放射能汚染と教育現場について
　（１）原子力エネルギーと放射線の教育について
　（２）放射線汚染と学校給食などの食の安全について
　（３）学校施設など児童・生徒に係る場所と放射線汚染対策について

青海　俊伯
（一問一答）

１　米軍横田基地について
　（１）航空総隊司令部移駐関連工事の進捗状況について
　（２）航空自衛隊「横田基地」に関連して
　（３）横田基地周辺への放射線測定器設置について
　（４）米軍横田基地内の自動車税と環境汚染問題について
　（５）事件・事故等６月議会以降での情報はあるか
２　生活保護世帯のクーラーなど購入資金について
３　国民健康保険における窓口負担の減免等について
４　「福生街なか涼み処」の開設について
５　コミュニティバスについて

奥富　喜一
（一問一答）
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一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

平
成
22
年
度
決
算
の
概
要

平
成
22
年
度
決
算
の
概
要

問　

平
成
22
年
度
決
算
の
新

規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
に

お
け
る「
５
つ
の
元
気
施
策
」

の
状
況
は
。

答　

新
規
・
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

事
業
は
32
事
業
、
そ
の
う
ち

「
子
育
て
が
元
気
」
の
つ
く

し
保
育
園
建
設
費
補
助
、「
ま

ち
が
元
気
」
の
防
犯
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
な
ど
11
事
業
は
完

了
、
残
り
21
事
業
は
平
成
23

年
度
に
継
続
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
７
事
業
は
市
制
40
周

年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
し

て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て

い
る
。
財
源
は
32
事
業
中
19

事
業
を
国
・
都
補
助
金
等
の

特
定
財
源
で
賄
い
、
一
般
財

源
支
出
は
８
８
０
１
万
円
余

り
で
、
全
体
事
業
費
の
78
％

は
特
定
財
源
活
用
で
実
施
し

た
。

問　

市
民
税
の
個
人
分
の
普

通
徴
収
は
対
前
年
比
２
７
４

１
人
の
４
・
８
％
減
で
、
年

金
特
徴
も
加
わ
り
減
少
が
進

ん
で
い
る
が
、
そ
の
内
容
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
か
。

給
与
特
徴
は
23
年
度
で
は
伸

び
が
期
待
で
き
る
の
か
。

答　

給
与
特
徴
は
大
き
な
変

化
は
な
い
が
、
年
金
特
徴
は

増
加
傾
向
。
普
通
徴
収
が
減

少
し
て
い
る
の
は
営
業
所
得
、

譲
渡
所
得
、
普
通
徴
収
の
給

与
所
得
が
減
少
し
て
い
る
も

の
で
、
景
気
低
迷
の
影
響
と

思
う
。
所
得
が
２
０
０
万
円

以
下
の
納
税
義
務
者
数
が
増

加
し
、
そ
れ
を
超
え
た
所
得

者
は
減
少
し
、
全
体
的
に
所

得
が
低
い
方
に
シ
フ
ト
し
て

い
て
、
課
税
に
な
ら
な
い
人

数
が
増
加
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。

問　

臨
時
財
政
対
策
債
２
億

８
千
万
円
の
利
率
は
幾
ら
で
、

何
年
間
で
返
す
の
か
。

答　

利
率
は
１
・
１
％
、
返

済
期
間
は
20
年
だ
が
、
借
り

入
れ
10
年
後
に
利
率
は
見
直

し
が
あ
る
。
地
方
交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
に
臨
時
財

政
対
策
債
償
還
費
が
載
っ
て

い
る
が
、
３
億
５
２
７
４
万

円
で
あ
る
。

問　

22
年
度
に
男
女
共
同
参

画
推
進
審
議
会
が
開
催
さ
れ

た
が
、
設
置
理
由
と
審
議
の

内
容
、
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答　

第
４
期
行
動
計
画
策
定

に
向
け
、Ｄ
Ｖ
法
の
改
正
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
憲
章
の

制
定
な
ど
、
男
女
共
同
参
画

に
対
す
る
社
会
の
流
れ
等
を

踏
ま
え
、
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
メ
ン

バ
ー
は
学
識
経
験
者
と
福
祉

関
係
者
、
小
・
中
学
校
の
校

長
会
か
ら
１
名
、
商
工
会
会

長
、
公
募
市
民
２
名
の
計
６

名
で
あ
る
。

問　

22
年
度
の
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
開
票
事
務

は
前
の
選
挙
に
比
べ
ど
れ
だ

け
経
費
が
削
減
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
高
齢
者
雇
用
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。
当
初
予
算
を

組
む
時
の
目
標
に
対
し
て
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答　

前
回
選
挙
の
19
年
比
で

10
％
ほ
ど
の
経
費
削
減
を
目

標
に
し
た
が
、
２
２
７
万
８

３
６
６
円
減
、
11
・
３
％
減

と
な
り
目
標
は
達
成
で
き
た
。

ま
た
、
執
行
経
費
が
減
に

な
っ
た
部
分
で
、
開
票
事
務

等
の
委
託
を
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
10
名
に
携
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
高
齢
者
雇
用

及
び
経
費
削
減
に
つ
な
が
っ

た
と
考
え
る
。

問　

現
在
、
待
機
児
童
は
ゼ

ロ
だ
が
、
武
蔵
野
台
ク
ラ
ブ

と
第
2
武
蔵
野
台
ク
ラ
ブ
は

そ
れ
ぞ
れ
定
員
53
名
の
と
こ

ろ
、
23
年
3
月
1
日
で
30
人

と
20
人
の
受
け
入
れ
状
況
だ
。

一
方
、
亀
の
子
ク
ラ
ブ
は
定

員
45
人
に
61
人
で
あ
る
。
22

年
度
の
状
況
と
、
今
の
時
点

ど
う
考
え
る
か
。

答　

二
つ
の
学
童
ク
ラ
ブ
に

分
か
れ
て
い
る
武
蔵
野
台
ク

ラ
ブ
は
、
第
一
小
学
校
と
第

六
小
学
校
児
童
の
受
け
入
れ

を
し
て
お
り
、
都
型
学
童
ク

ラ
ブ
事
業
補
助
金
の
申
請
要

件
で
あ
る
。
生
活
ス
ペ
ー
ス

１
・
6
5
平
米
の
確
保
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
少
し
で

も
ゆ
と
り
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス

で
の
育
成
に
努
め
て
い
る
。

問　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
に
比

べ
て
か
な
り
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
評
価
し
て
い
る
が
、

時
代
が
要
請
す
る
金
額
か
ら

い
う
と
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

が
、
今
年
度
の
申
請
件
数
と

実
績
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

申
請
は
７
月
、
10
月
、

１
月
と
３
期
に
分
け
て
受
け

付
け
、
初
回
は
申
請
順
、
２

回
目
、
３
回
目
は
抽
選
で
実

施
し
、
毎
回
８
０
１
万
円
の

予
算
額
の
３
割
で
あ
る
２
６

７
万
円
ま
で
助
成
で
き
る
形

で
申
請
順
に
助
成
し
、
１
期

目
は
50
件
の
う
ち
31
件
、
２

期
目
は
79
件
の
う
ち
37
件
、

３
期
は
82
件
の
う
ち
36
件
助

成
し
て
い
る
。

問　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
発
信
モ

デ
ル
事
業
で
、
市
内
観
光
ツ

ア
ー
ガ
イ
ド
は
参
加
者
の
評

判
が
大
変
よ
か
っ
た
と
の
こ

と
だ
が
、
こ
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
。

答　

22
年
度
は
通
常
の
ガ
イ

ド
ツ
ア
ー
を
５
回
、
地
元
の

商
店
街
を
回
る
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
ツ
ア
ー
を
１
回
実
施
し

た
。
特
に
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

ツ
ア
ー
は
定
員
10
人
の
と
こ

ろ
満
員
で
、
地
域
の
商
店
街

で
普
段
は
入
り
づ
ら
い
と
こ

ろ
に
も
入
り
や
す
か
っ
た
と

好
評
で
あ
る
。
今
後
、
実
施

さ
れ
る
商
店
街
ま
つ
り
に
も

「
く
る
み
る
ふ
っ
さ
」
が
参

加
し
、
ツ
ア
ー
を
行
う
な
ど

効
果
的
に
商
店
街
の
振
興
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。

問　

給
食
に
お
け
る
地
場
野

菜
の
使
用
状
況
が
前
年
度
と

比
べ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が

あ
っ
た
の
か
。
ま
た
米
飯
給

食
が
減
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

状
況
を
伺
い
た
い
。

答　

21
年
度
は
22
回
で
10
種

類
、
22
年
度
は
32
回
13
種
類

の
食
材
を
使
用
し
て
い
る
。

米
飯
給
食
は
文
部
科
学
省
で

週
３
回
以
上
の
実
施
が
望
ま

し
い
と
な
っ
て
い
る
が
、
当

市
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
非
常

に
狭
く
、
作
業
行
程
に
お
け

る
衛
生
管
理
の
問
題
に
よ
り

献
立
内
容
に
制
限
が
生
じ
る

こ
と
か
ら
、
週
２
・
５
日
を

限
度
し
て
考
え
て
い
る
が
、

米
粉
を
原
料
と
し
た
米
粉
パ

ン
を
月
２
回
程
度
使
用
し
て

で
き
る
だ
け
週
３
回
に
近
づ

け
て
い
る
。

　

今
回
の
定
例
会
に
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算

及
び
５
つ
の
特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
18
人

で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

付
託
さ
れ
９
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
行
わ
れ
、
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
は
建
設
環
境
委
員
会
、
市
民
厚

生
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

５
つ
の
元
気
施
策
の

　
　
　

成
果
と
状
況
は

市
民
税
の
課
税
状
況
に
つ
い
て

　
　
（
個
人
分
の
と
ら
え
方
）

臨
時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て

男
女
共
同

　

参
画
推
進
費
に
つ
い
て

学
童
ク
ラ
ブ

　
　

待
機
児
童
に
つ
い
て

地
球
温
暖
化
対
策

　
　

補
助
金
の
実
績
は

地
域
ブ
ラ
ン
ド

　

発
信
モ
デ
ル
の
成
果
は

給
食
に
お
け
る

地
場
野
菜
の
使
用
状
況
は

22
年
度
参
議
院
議
員

　

選
挙
費
の
経
費
削
減
は

会 計 区 分

総 合 計

歳入決算額
平成 22 年度　会計別決算額

平成 22 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

歳出決算額 残額（翌年度繰越額）
一 般 会 計
国民健康保険特別会計
老人保健医療特別会計
介護保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
下水道事業会計

特
別
会
計

219億4,024万0,326円
58億4,804万6,611円

414万8,048円
30億0,571万6,814円
8億5,877万7,904円
15億5,385万5,019円
332億1,078万4,722円

215億5,430万7,089円
60億3,403万0,148円

414万8,048円
29億5,370万8,813円
8億3,593万8,119円
15億2,558万1,698円
329億0,771万3,915円

3億8,593万3,237円
▲1億8,598万3,537円

0円
5,200万8,001円
2,283万9,785円
2,827万3,321円

3億0,307万0,807円

平成 22年度 平成 21年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

地方消費税交付金

繰　入　金

使用料及び手数料

市　　　債

繰　越　金

そ　の　他

民　生　費

衛　生　費

教　育　費

総　務　費

公　債　費

土　木　費

消　防　費

諸 支 出 金

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

81億36万9,549円（36.9％）

35億1,030万3,340円（16.0％）

31億734万6,380円（14.2％）

28億2,797万8,000円（12.9％）

14億5,729万3,000円（6.6％）
国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

6億1,929万7,000円（2.8％）

5億5,323万9,088円（2.5％）

3億6,833万4,866円（1.7％）

3億640万円（1.4％）

2億5,957万899円（1.2％）

8億3,010万8,204円（3.8％）

95億8,240万5,776円（44.4％）

26億534万6,215円（12.1％）

26億141万8,395円（12.1％）

24億945万2,457円（11.2％）

12億7,519万1,859円（5.9％）

12億2,195万5,438円（5.7％）

8億7,788万1,359円（4.1％）

5億425万500円（2.3％）

2億7,163万4,520円（1.3％）

1億4,806万1,208円（0.7％）

5,670万9,362円（0.2％）

歳　入

歳入合計　219億 4,024 万 326 円 歳出合計　215億 5,430 万 7,089 円

歳　出

▲平成22年度一般会計決算を起立多数で認定

労働費
農林水産業費


